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＜連絡事項＞

· 本日午後よりローテションで岡本　鮎さん（准看護師）が来ている。

· ９日より青陽館の利用開始。

＜外来情報＞

· 大久保　律子様～下腿の怪我については改善見られて来ており、このまま様子を見ることとして
　　　　　　　　いる。入浴の許可も出ている。
· 横町　浩様　～体重は減少してきている。余暇時には散歩をしているとの事。

· 田澤　勝敏様～手の湿疹がまた出てきたと話される。本日午後より、皮膚科受診予定。

· 伊藤　雄一様～今週は就床前薬を服用しなかったとの事。青陽館の工事が終了した為、気兼ね
　　　　　　　なく勉強する事が出来ると話される。

· 関　　秀治様～グループホーム入所しているが、他入所者との関係でイライラすることがある
　　　　　　　と話される。主治医からは、年配の方から教えてもらっていると思うように
　　　　　　　指導ある。

· 田名部一樹様～就床前薬服用後、１時間ほど寝つきが悪いと訴えあり。２時間以上入眠までに
　　　　　　　時間がかからなければ、そのまま様子を見るように説明。

＜利用者様情報＞

· 今野　容子　様～7/17が八戸赤十字病院で検査実施日の為、7/15・16の食事は検査食を摂取。
　　　　　　　検査担当医師より、空腹時にはポカリスエットのみ摂取可能との許可が出て
　　　　　　　いるとの事。

· 淡路　智恵子様～来所時、頭痛の訴えあり、血圧136/89mmHg。プログラムの見学希望されて
　　　　　　　　いる為、休みながら様子を見るように促すと、以後体調不良の訴えは聞かれ
　　　　　　　　ない。昼食後薬摂取時に、持参した鎮痛剤を服用するとの事。

· 久保　興介　様～お母様よりデイケアへの問い合わせの電話連絡あり。
　　　　　　　現在さくら病院のデイケアを利用しているが、同年代の方がいない為、主治医　
　　　　　　　へ相談したところ青南病院のデイケアを勧められたと話される（本人19歳）。
　　　　　　　１度見学したいと希望ある為、9日13：30からデイケア見学予定としている。

· 繁名　和恵　様～来所時より、月経による腹痛や、風邪による吐気・体調不良を訴えてこられ　

ており、顔色不良見られている。血圧138/109mmHg。早目の帰荘希望されているが、昼食後体調を見るように説明すると納得。その後、スタッフと話をしているうちに体調不良の訴え聞かれなくなり、顔色も改善している。
⇒　午後からも本人の体調について確認していき、身体不調の早期発見に努
　　める。

· 鈴木　恵美子様～昼食前に椅子に寄りかかって眠っている事あり、「夜寝付けなくて、朝方
　　　　　　　　寝た」と話され、眠気の訴え聞かれている。
　　　　　　　　⇒　他スタッフへは、異なる内容による眠気を訴えて来られているが、夜間
　　　　　　　　　　の睡眠を十分に取る事が出来ないとの訴えの為、午後の様子を確認して
　　　　　　　　　　いく。又、必要に応じて、単独で過ごすことの出来る環境を提供する。
　　　　　　　　　　後日、睡眠状況については再度確認。

· 晴山　美智子様～9：10本人から頭痛による欠席連絡を受けている。今後、就労を目標として
　　　　　　　　いる事や、職親を中断した経緯について話すと、「来週から行きます」と話
　　　　　　　　される事ある。
　　　　　　　　9：15再度本人から連絡あり、「やっぱり今日行きます」と話され来所。
　　　　　　　　来所後、刃体調不良の訴え聞かれない。本人へ今後の目標と、それに伴う
　　　　　　　　現在の行動の見直しを行なうが、「今は仕事をしたいと余り思わない」と話
　　　　　　　　される。
　　　　　　　　⇒　現在のデイケア利用目標及び生活の目標の見直しと、生活の確認を行な
　　　　　　　　　　っていく。
　　　　　　　　　　身体管理の必要性を本人へ説明し、定期的な利用が出来るように図って
　　　　　　　　　　いく。

＜ナイトケア事例検討＞

前野　義勝様　（47）　統合失調症

現在の治療計画

· 対人関係のスキル向上

· 現在行っている運動プログラムの継続実施

現状

· 本人の言動を見ていると、一目を気にした発言が多く聞かれるようになっている。
例「バスで俺を見て笑った人がいたから、笑い返した」
　「バス停で立っていたら、通りかかる車の運転手が皆見ていた」
　「スタッフは、病院よりも大きな組織から圧力を掛けられているんでしょ？」　等

· 生活リズムが乱れている様子が時折あり、起床が難しく幸房に遅刻している様子。

· 昨日、外来受診時に睡眠状況について相談し、就床前薬変更となっている。

· 欠席時の連絡が、繰り返し説明していても一向に行うことが出来ず、18:00過ぎに連絡を入れることがしばしばある。

· 運動を実施するようになり、徐々に通所率は向上して来られている。毎日継続して実施しているが、体調により休憩を取ることや、ペースを変える事は出来ている。

今後の関わり・治療計画

· 面談実施し、生活リズムが乱れてきていることに対して、生活の振り返りを行う。

· 体調を見ながら、運動プログラムを継続して実施。定期的な計測を行う事で、本人へ数値での評価と、継続出来ていることの評価を返していく。










